
したりすることを通
とお

して、ことを通
とお

して、  

 

 

 

みなさんは、はじめての環境
かんきょう

や、はじめて何
なに

かをする時
とき

なな 、はじめてのことに不安
ふ あ ん

なを感
かん

なじ

たことはありませんか。今回
こんかい

紹介
しょうかい

する物語
ものがたり

な ひ

ろちゃんのはじめて』に登場
とうじょう

するひろちゃんは、

はじめてが苦手
に が て

な子
こ

 もです。 

小学校
しょうがっこう

なに入学
にゅうがく

なしたひろちゃんにとって、い

ろいろなはじめてに出会
で あ

う小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

は、苦手
に が て

なことの連続
れんぞく

です。入学式
にゅうがくしき

の日
ひ

、幼稚園
ようちえん

からの

友
とも

だちは、はじめての教室
きょうしつ

に戸惑
と ま  

うひろちゃん

とそっと手
て

をつなぎます。それからも、ひろちゃ

んと友
とも

なだちは一緒
いっしょ

なに遊
あそ

なんだり話
はな

なしたりする中
なか

なで、

互
たが

ないのことを知
し

なり合
あ

ない、安心
あんしん

なしていられるつな

がりをつくっていきます。 

みなさんも、誰
だれ

なかがかててくれた言葉
こ と ば

なで安心
あんしん

したり、誰
だれ

なかが一緒
いっしょ

なにいてくれたことで安心
あんしん

なし

たりした経験
ていてん

なはありませんか。自分
じ ぶ ん

なが感
かん

なじてい

る不安
ふ あ ん

なに気
き

ないいて寄
よ

なり添
そ

なってくれる仲間
な か ま

なの存在
そんざい

がな ここにいても大丈夫
だいじょうぶ

”という安心
あんしん

につながっ

ていくのではないでしょうか。 

感
かん

なじ方
かた

なは人
ひと

なによってちがいます。同
おな

なじものを

見
み

たり、同
おな

じ音
おと

をきいたり、同
おな

じ匂
にお

いを嗅
か

いだり

しても、他
ほか

なの人
ひと

なは自分
じ ぶ ん

なと同
おな

なじように感
かん

なじている

わてではありません。な となりの人
ひと

も自分
じ ぶ ん

と同
おな

じ

ように感
かん

じているだろう」 となりの人
ひと

も自分
じ ぶ ん

と

同
おな

なじようにできるだろう」と決
き

なめつててしまう

ことで、その人
ひと

なを不安
ふ あ ん

なにさせてしまっていない

でしょうか。 

 ひろちゃんのはじめて』が、ひろちゃんや子
こ

 

もたちの姿
すがた

と重
かさ

ね 

合
あ

わせて自分
じぶん

の経験
ていてん

 

を振
ふ

り返
かえ

ったり、感想
かんそう

 

を語
かた

り合
あ

ったりする 

きっかてになればと 

思
おも

います。 

金子
かねこ

みすゞさんの 私
わたし

と小鳥
ことり

と鈴
すず

と」という詩
し

の中
なか

にある みんなちがって、みんないい。」という一節
いっせつ

を知
し

っていますか。この一節
いっせつ

にあるように、私
わたし

たちは、見
み

た目
め

も、考
かんが

え方
かた

や感
かん

じ方
かた

も、生
お

い立
た

ちや経験
ていてん

も

一人一人
ひとりひとり

みんなちがいます。だからこそ、誰
だれ

もがかてがえのない価値
か ち

ある存在
そんざい

なのだと思
おも

います。ちがいを

排除
はいじょ

したり、否定
ひてい

したりするのではなく、互
たが

いを尊重
そんちょう

し合
あ

い、共
とも

に生
い

きることができれば、私
わたし

たち一人一人
ひとりひとり

が構成
こうせい

する今
いま

の社会
しゃかい

は、あたたかく豊
ゆた

かな社会
しゃかい

になるのではないでしょうか。 

 あてぼの」第
だい

４０号
ごう

で紹
しょう

介
かい

する物語
ものがたり

を通
とお

して、社会
しゃかい

の中
なか

で生
い

きいらさや困
こま

り感
かん

を感
かん

じさせられている

人
ひと

の気持
き も

ちに思
おも

いを馳
は

せたり、全
すべ

ての人
ひと

が共
とも

に安心
あんしん

して生
い

きられる社会
しゃかい

をつくるために自分
じぶん

にできることを

考
かんが

えたりしてみませんか。 

第
だい

40号
ごう
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にち

発行
はっこう

 

教委
きょうい

人権
じんけん

教育課
きょういくか

 

TEL 229-3253  FAX 229-3017 

津 市 人 権 教 育 広 報
つ し じ ん け ん き ょ う い く こ う ほ う

 



 

 

 

 

ぼくは、ひろちゃんのランドセル
ら ん ど せ る

。 

ひろちゃんが小学生
しょうがくせい

になってからずっと一緒
いっしょ

だよ。 

ひろちゃんは、“はじめて”がちょっと苦手
に が て

。 

小学校
しょうがっこう

へはじめて行
い

く 

前
まえ

の日
ひ

、ひろちゃんは 

ぼくをぎゅうっとだき 

しめてねむったよ。 

 

ひろちゃんと小学校
しょうがっこう

へ入学
にゅうがく

した日
ひ

。 

ひろちゃんは、はじめての教室
きょうしつ

に入
はい

れずにいたんだ。

でも、幼稚園
ようちえん

から友
とも

だちのゆりちゃん、だいちゃん、か

よちゃんと手
て

をつないで、安心
あんしん

して教室
きょうしつ

に入
はい

ることが

できたんだ。 

 

はじめのころは新
あたら

しい友
とも

だちから話
はな

しかけられると

逃
に

げていたひろちゃん。 

ぼくは『ひろちゃ～ん！ちゃんと話
はな

さなきゃ～！』 

って心配
しんぱい

したよ。 

でもね、ゆりちゃんが「ひろちゃんは今
いま

はずかしいみた

い。ちょっと待
ま

ってね」って周
まわ

りの友
とも

だちに声
こえ

をかけて

いたんだ。それにね、だいちゃんは新
あたら

しい友
とも

だちにも

「一緒
いっしょ

に遊
あそ

ぼう」って声
こえ

をかけていたよ。ひろちゃんも

少
すこ

しずつ新
あたら

しい友
とも

だちのことも分
わ

かってきて、安心
あんしん

し

て遊
あそ

べるようになったんだ。 

 

ひろちゃんは少
すこ

しずつ学校
がっこう

での生活
せいかつ

や友
とも

だちや先生
せんせい

の

ことが分
わ

かってきて、一人
ひ と り

でも教室
きょうしつ

へ入
はい

ることができ

るようになったんだよ。 

友
とも

だちも先生
せんせい

も、ひろちゃんと一緒
いっしょ

に遊
あそ

んだり、おしゃ

べりしたりしてなかよくなったからね。 

 

ある日
ひ

の授業
じゅぎょう

のとき、先生
せんせい

が教室
きょうしつ

を暗
くら

くしたんだ。ぼ

くは、『先生
せんせい

、ひろちゃんは暗
くら

いのが苦手
に が て

だよ～！』っ

てオロオロ
お ろ お ろ

。夜
よる

寝
ね

るときも明
あか

るくして寝
ね

てること、先生
せんせい

や新
あたら

しい友
とも

だちは知
し

らないからね。すると、だいちゃ

んが「先生
せんせい

、ひろちゃん暗
くら

いとこわがっちゃうよ」って

言
い

ったんだ。周
まわ

りにいる友
とも

だちも「私
わたし

も暗
くら

いの苦手
に が て

～」

と言
い

って、となりに座
すわ

ってひろちゃんと手
て

をつないで

いたよ。 

はじめて音楽室
おんがくしつ

で楽器
が っ き

を使
つか

う日
ひ

。 

前
まえ

の日
ひ

の夜
よる

、教科書
きょうかしょ

の準備
じゅんび

をしているとき、「明日
あ し た

の

音楽
おんがく

、楽
たの

しみだなあ♪」って言
い

ってたひろちゃん。『今頃
いまごろ

どうしているかな～』って考
かんが

えてたら、一人
ひ と り

で教室
きょうしつ

へ

逃
に

げてきたひろちゃんに、ぼくはびっくり！ 

すると、すぐに友
とも

だちと先生
せんせい

もやって来
き

て、「ひろちゃ

ん、どうしたの？」ってきいたよ。たくさんの楽器
が っ き

の音
おと

にびっくりしたこと、大
おお

きな音
おと

がこわかったことをひ

ろちゃんは話
はな

したよ。ひろちゃん、楽器
が っ き

の“はじめて”

にびっくりしたんだね。でも、友
とも

だちと先生
せんせい

に話
はなし

をき

いてもらって、ひろちゃんはまた安心
あんしん

して音楽室
おんがくしつ

へも

どっていったよ。 

 

それからもひろちゃんはたくさんの友
とも

だちと先生
せんせい

と

一緒
いっしょ

に、いろんな“はじめて”に挑戦
ちょうせん

していったよ。 

 

でもね、ひろちゃんは“はじめて”が苦手
に が て

だけど、“は

じめて”が得意
と く い

でもあるんだ。 

ひろちゃんはいろんな変化
へ ん か

の“はじめて”に気
き

づく天才
てんさい

なんだよ。 

ひろちゃんは季節
き せ つ

ごとに咲
さ

くお花
はな

や草
くさ

の“はじめて”を

発見
はっけん

するのが得意
と く い

で、嬉
うれ

しそうに家
いえ

に持
も

って帰
かえ

って

家族
か ぞ く

に見
み

せるんだ。 

ぼくも一緒
いっしょ

に、『もうこの季節
き せ つ

なんだね』って感
かん

じるこ

とができるんだよ。 

 

そして、友
とも

だちが笑
わら

っているときや泣
な

いているときに、

はじめに気
き

づいてそばにいくのもひろちゃん。 

すると、その友
とも

だちも、「ひろちゃんと手
て

をつなぐとあ

ったかくなるなぁ(〃^^〃)」ってニコニコ
に こ に こ

するんだよ。 

 

先生
せんせい

が入学式
にゅうがくしき

の日
ひ

に言
い

ってたね。 

「みんなはじめての小学校
しょうがっこう

。 

これからはじめてのことが 

いっぱいあるよ。いろんな 

“はじめて”を一緒
いっしょ

に 

楽
たの

しんでいこうね」って。 

 

いろんな“はじめて”に驚
おどろ

くこともあるけど、ひろち

ゃんにはいつも一緒
いっしょ

に“はじめて”を楽
たの

しめる友
とも

だちが

できたね。ぼくはとっても安心
あんしん

したよ。これからも、い

ろんな“はじめて”をぼくにも教
おし

えてね。 

 
ひろちゃんのはじめて 
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